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研究成果の概要（和文）：不安やうつなどの精神面に関する問題については，その原因が未だ十分に解明されて
いない．その原因は，精神症状の背後にある身体機能が十分に検討できていない点にあると考えられる．そこで
本研究では，「心－脳－身体」の三者関係を取り上げ，「未来思考性」および「過去思考性」に着目した3つの
実験（脳波研究・fMRI研究・自律神経学的研究）を行った．その結果，不安やうつには時間的方向が特異的な自
動思考性が関与すること，自律神経系の介する内受容感覚が関与すること，そのメカニズムとして早期な時間的
成分に特異的な反応が見られること，前頭極領域(BA10)が鍵となる部位であることなどの事実が明らかになっ
た．

研究成果の概要（英文）：Recent studies have investigated the neural mechanisms of emotion and social
 functions. However, causal factors of anxiety and depression symptoms remain unclear. In this 
series of studies, we have focused on the mind-brain-body interactions from integrative multiple 
perspectives and carried out three experimental investigations including an EEG study, an fMRI 
study, and an autonomic clinical neurological study. Results indicated that specific patterns of 
automatic thinking including past- of future-oriented thinking were found in depression and anxiety,
 which relates interoceptive accuracy and autonomic nervous functions. For the neural mechanisms of 
these specificities, we found the early component of EEG and the activity in the frontopolar area 
could be the keys to understand anxiety and depression symptoms. Overall findings suggest that we 
need to address the mind-brain-body interactions for uncovering the behavioral and neural mechanism 
of psychiatric symptoms.

研究分野： 認知神経科学

キーワード： 心の未来性　精神疾患　自律神経疾患

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は，心理学・認知神経科学・精神医学・神経学に渡る融合的なアプローチによる研究であり，そのような
アプローチを採用することにより，これまでに明らかにされてこなかった，うつや不安における思考バイアスの
特徴，およびその背後にある感情と身体の複雑なメカニズムの一端を明らかにすることができた．うつや不安な
どは社会的にも大きな問題であり，その発生原因を解明することは喫緊の課題であるといえる．本研究は，その
基礎的なメカニズムを探るものであり，本研究の成果は，認知行動療法などの心理療法に取り組む際に重要な示
唆を与えてくれるものと考えられる．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
近年の脳画像技術の発展に伴い，心理学・認知神経科学・精神医学などの研究領域において，

「心と脳」の関係性に関するさまざまな研究がなされ，多くの事実が明らかにされつつある．
それに伴い，感情や社会性を含む高次認知機能の神経基盤に関する理解は，以前よりも深めら
れた．しかしながら，不安・うつ・パニック・ストレスといった，社会的な場面において生起
するさまざまな精神面に関する問題については，その原因が未だ十分に解明されていないのが
現状である．その原因のひとつは，こうした精神症状の背後に「身体機能」の不全が深く関与
しているにもかかわらず，それを十分に検討できていない点にあると考えられる． 
申請者はこれまでの研究において，情動や社会的行動の心理的側面に関する認知処理につい

て調べる際，脳活動の計測とともに，心拍・発汗・血圧といった身体における自律神経反応の
計測を同時に行ってきた．それらの研究を通して，人間の認知のさまざまな側面において，予
想以上に身体反応の影響が大きいことが明らかになった．研究を進める上でさらに気づいた点
は，そうした身体反応の影響を理解していないと，機能的 MRI(fMRI)などの画像研究の結果も
十分に解釈できないということである．特に，不安やうつなどの精神症状は発生原因も複合的
であり，メカニズムの解明も容易ではない．こうした問題を解決するためには，複数の学問領
域を見据えた融合的な観点から「心・脳・身体」の三者関係を詳細に調べることが必要不可欠
である． 
 
２．研究の目的 
 
そこで本研究では，この三者関係を重要視し，身体機能のなかでも，特に精神機能と深い関

係があると考えられる自律神経活動と脳波および fMRI を用いた脳活動を計測し，日常的な場面
を想定した心理的課題を用いた実験的検討を行うこととした．本研究を実施する上での理論的
枠組みとして，不安および抑うつ傾向における特徴的な思考バイアスとして注目されている「未
来思考性」と，身体からの遠心性信号を反映する脳波成分である「心拍誘発電位（HEP）」をメ
カニズム解明の鍵と考え，実験的な検討を行った． 
「未来思考性」とは，プロスペクションとも呼ばれ，日常的な場面において，未来に思いを

馳せ，将来的に起こる可能性のある事象を予測し，準備や対処をしたりする精神機能を意味す
る．この未来思考性は，適度な範囲であれば，アドバンテージが大きいが，過剰なレベルに達
すると，集中して取り組んでいる課題があるときにも，ふと心を逸らし，未来のことを過剰に
考えてしまう思考バイアスにつながってしまう．抑うつ傾向に関しては，過去思考バイアスと
未来思考バイアスが共存する一方，不安傾向に関しては，未来思考バイアスが特徴的であると
されており，過度な未来思考性が不安および抑うつ傾向の共通因子として認識されている
(Eysenck et al., 2006 Cogn Emo)． 
申請者のかつての研究から，こうした思考バイアスの背後には，実は身体の反応が大きく関

わっていることを示すデータが得られていた．具体的には，未来思考性と関わりの深い，展望
記憶の想起，すなわち実行する予定の行為を想起する際に前頭極(ブロードマン10野, BA10) が
深く関与しており，この部位は自律神経活動を介した身体制御機能と関連があることが明らか
になっている(Umeda et al., 2011 Neuropsychologia; Umeda et al. 2016 Phil Trans Roy Soc 
B)．さらに，不安傾向の高さと島皮質の活動量には有意な相関があり，島皮質は，普段とは異
なる内臓の動きの感覚である「内受容感覚」と深い関連があること，自律神経障害の重篤度と，
その症例が持つ不安状態およびうつ状態の程度と高い相関があること(Umeda et al., 2014 
Front Neurosci)，内受容感覚が通常よりも過敏になると，他者のごくわずかな表情変化に気づ
きやすくなることなどが明らかにされている(Terasawa et al., 2013 Soc Cogn Affect Neurosci, 
2014 Cogn Emo)．また，内受容感覚が過敏になると，不安やうつの程度が高まったりするとい
う事実も明らかにされている．これらの事実に立脚し，本研究では「未来思考性」は身体から
の遠心性信号が関わっていることを想定し，それが不安やうつなどの精神症状と関連し，結果
として日常場面においてさまざまな不具合を生じさせるという理論的枠組みを仮定した．この
枠組みをベースとして，日常的な場面と直接的に関連するような複数の心理課題を用いた実験
を行うことにより，不安やうつなどの情動を生じさせるメカニズムを解明し，日常生活の営み
を取り戻す支援につながるような知見を提供することが，本研究のグローバルな目的である． 
以上の目的を達成するため，本研究では複数の実験を実施した．以下では，このうち，中心

的な 3つの研究についてまとめて述べる．研究 1では，不安傾向や抑うつ傾向などの個人差を
考慮に入れつつ，健常者を対象とした脳波と自律神経の同時測定実験を行い，上記の点につい
て直接的に検討した．研究 2では，うつ病の複数症例および健常者に対して，研究 1と同様の
枠組みによる fMRI 実験を行い，うつ病における未来思考の特異性およびその神経基盤について
詳細に調べた．そして，研究 3では，内受容感覚の正確さと自律神経系の障害に関連があるか
否かを調べるため，頭痛の患者を対象とした実験的検討を行った． 
 



３．研究の方法 
 
それぞれの研究では，以下のような手続きによる実験的な検討を行った． 

 
（１）研究 1 
 
本実験で測定したのは，脳波および心拍である．課題としては，未来思考性と過去思考性の

処理特性について比較検討するため，3 つの文から構成される文章を徐々に提示する実験手続
きを用いた．第 1文では，「将来」「近いうちに」「この前」「昔」という 4 つの時期を特定する
用語を提示し，第 2文では，「就職に」などのイメージ内容の対象を提示した．第 3文では，「就
けない」などの結論部分を提示した．参加者には，第 3文で提示される内容が，自らに当ては
まるか否かを回答してもらった．そして，時間情報が呈示された時点の事象関連電位(ERP)と心
拍誘発電位(HEP)を測定した．この課題においては，不安傾向が高い参加者や抑うつ傾向が高い
参加者の場合には，第 1文が提示された時点で，既にネガティブな自動思考が生じることが想
定される．その自動思考の背後にある早期成分にターゲットを当て，神経メカニズムを詳しく
調べた． 
 
（２）研究 2 
 
研究 1と類似した研究方法で，うつ病患者を対象に，fMRI を用いた検討を行った．前述の通

り，関心部位としては，前頭極周辺領域(BA10)であるため，健常群およびうつ病群について，
当該課題遂行時におけるこの領域の活動を比較検討した．さらに，この部位と他の部位との機
能的結合性を調べることで，うつ病群における神経ネットワークの特異性について調べた． 
 
（３）研究 3 
 
自らの心拍の動きをどの程度正確に把握できるかの指標である内受容感覚と，頭痛および心

理状態との関連を評価することを目的として，慢性頭痛患者における内受容感覚・頭痛重症度・
疼痛スケール・ベック抑うつ尺度・状態・特性不安尺度・東大式社会不安尺度の各評価指標同
士の関係性について詳細に検討した． 
 
４．研究成果 
 
それぞれの研究で得られた成果と，全体としての研究成果のまとめを以下に述べる． 

 
（１）研究 1 
 
実験の結果，抑うつ傾向が高い個人においては，未来よりも過去を意味する刺激に対して，

また不安傾向が高い個人においては過去よりも未来を意味する刺激提示に対して，頭頂領域の
電極においてより大きな事象関連電位が確認され，強い反応を示していた(以下，Fig.4)． 
 

 



さらに，ポジティブな内容について考えるときとネガティブな内容について考えるときでは，
前頭領域の電極において心拍誘発電位の振幅が異なることが明らかになった (以下，Fig.3)． 
 

 
 

これらの発見は，うつ病や不安障害傾向に見られる自動思考の特徴の神経基盤および身体機
能との連関性を捉えたものと解釈できる．自動思考には，時間情報の処理におけるバイアスや
身体内部の状態のモニタリングシステムが深く関与している可能性が示唆された． 
 
（２）研究 2 
 
うつ病患者を対象に，現在から想像する時間枠を近い将来，遠い将来，近い過去，遠い過去

の 4条件で比較した結果，遠い過去条件以外においては，うつ病群において有意にポジティブ
な回答が少なかった．神経基盤の違いを調べた結果，遠い未来条件における前頭極領域(BA10)
の活動量に両群間で有意な違いが見られた．また，安静時においても，うつ病群は健常者と比
べて，前頭極領域と頭頂葉内側部の機能的結合性が強いことが明らかになった． 
この結果は，うつ病群が遠い未来を想像する際に努力が必要であること，さらに頭頂葉内側

部の担う自己参照プロセスと未来思考が強く結びついていることが明らかになり，臨床的な症
状とも高い整合性が認められた．この結果は，認知行動療法などに取り組む際にも，極めて重
要な示唆を与えてくれるものと考えられる． 
 
（３）研究 3 
 
内受容と感覚と頭痛の関係性を調べた結果，内受容感覚精度と疼痛スケールの間に有意な負

の相関が認められた一方，内受容感覚精度と頭痛重症度および心理尺度の間に有意な相関は得
られなかった．頭痛患者では痛みが強いほど内受容感覚精度は低下しており，慢性頭痛患者で
は内受容感覚が変容している可能性があることなどが示唆された． 
 
以上，本研究では，さまざまな方法論を用いて，感情と身体における内受容感覚の重要性，

およびその神経メカニズムに関する解析を多角的な観点から行った．特に，心拍誘発電位を用
いた研究では，身体からの遠心性信号が精神状態に深く関与していることを示す直接的証拠が
得られたことになり，うつや不安の症状の原因について考える上でも，極めて意義のあるデー
タを得ることができたと考えている．全体に，本研究を通して，精神症状の生起メカニズムを
探るためには，「心－脳－身体」の三者関係の相互作用が重要であることが示された． 
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